
〇校歌
＜東小＞ ＜西小＞ ＜南小＞ ＜北小＞

作詞：平山　武雄 作詞：中川　弥寿一 作詞：飯住　作英 作詞：野瀬　寛顕
作曲：岡田　二郎 作曲：久保　貞雄 作曲：岡田　二郎 作曲：大西　友之進

〇校章

一、 朝だ夜あけだ　明るい日の
出
　　　四囲の山々　希望にはえて
　　  小川せせらぎ　小鳥は歌う
　　　乗鞍あおぐ　われらのさと

二、 鐘だ始業だ　たのしいまなび
　　　藤樹の教え　今にいかして
　　　平和を祈る　われらの願い
　　　自治の花咲く　われらの学校

三、 意気だ力だ　われらの前途
　　　ともにいこうよ　近江路こえて
　　　世界にのびる　生産日本
　　　光明はるか　われらの理想

由来不明由来不明 マキノ町の「マ」の字四個が、がっ
ちりと円形に組み、旧四ケ村の大
同団結と和合を表わし、また、そ
の形象は平和のシンボルである
鳩の飛翔をかたどる。応募作品
中佳良作品１２個を選び、児童の
投票によって決定した。（学校誌
「ももせ」より）

桜の花の中央に「東」。「東」の周
りをカタカナ「マキノ」の「マ」を図
案化したもので囲む形。

一、 桜咲く岡　学びの庭に
　　　育つよい子の　わたしの夢は
　　  伸びる若芽の　いのちに通う
　　　健康輝く　意志の人

二、 湖を見下す　学びの舎に
　　　集うよい子の　ぼくらの夢は
　　　深い情の　手をとり合って
　　　たのしく働く　平和村

三、 めぐる泉の　学びの庭に
　　　学よい子の　みんなの夢は
　　　くんでつきない　まことの道を
　　　究めて築く　文化国

一、 湖は　清らに澄んで
　　　いつの日も　わたしをうつす
　　  湖の見える　学び舎
　　　育ちゆく　青い窓辺

二、 すこやかな　桜の庭を
　　　堀の水　ゆたかにめぐる
　　　すこやかに　伸ばす手と足
　　　きたえゆく　つよい心

三、 歌の声　こだまとなって
　　　さみどりの　みさきをわたる
　　　あゝ友と　力をあわせ
　　　きずきゆく　平和の里

一、 牧野原　緑にすんで
　　　いつの日も　われらをつつみ
　　  けがれない　心はぐくむ
　　　明るい　明るい
　　　マキノ西小学校

二、 朝日さす　桜の庭は
　　　限りなく　清らにすんで
　　　すこやかに　きたえるからだ
　　　元気だ　元気だ
　　　マキノ西小学校

三、 山々の　いわねもかたく
　　　とこしえに　力となって
　　　つつましく　働くよい子
　　　はげむよ　はげむよ
　　　マキノ西小学校


